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平成 23 年 12 月期の業績予想について 

平成 23 年 12 月期（平成 23 年１月１日～平成 23 年 12 月 31 日）における当社の業績予想

は、次のとおりであります。 
 

【単体通期】                              （単位：百万円、％） 
決算期 

項目 平成 23 年 12 月期 
（予想） 

平成 22 年 12 月期 
（実績） 

平成 23 年 12 月期 
第２四半期累計期間 

（実績） 
 構成比 前年比  構成比 前年比  構成比 

売 上 高 1,933 100.0 133.3 1,449 100.0 121.7 982 100.0 
営 業 利 益 △2,351 △121.6 --- △612 △42.3 --- △701 △71.4 
経 常 利 益 △2,398 △124.1 --- △638 △44.0 --- △700 △71.2 
当期（四半期）純利益 △2,407 △124.5 --- △642 △44.3 --- △707 △72.0 
一 株 当 た り 当 期 
（四半期）純利益 △164.4 円 △5,933.47 円（△59.33 円） △53.56 円 

一株当たり配当金 －円－銭 －円－銭 －円－銭 
（注） 1. 当社は子会社がありませんので、連結財務諸表を作成しておりません。 

 2. 平成 22 年 12 月期（実績）及び平成 23 年 12 月期第２四半期累計期間（実績）の１株当

たり当期（四半期）純利益は、期中平均発行済株式数により算出しております。平成 23
年 12 月期（予想）の 1 株当たり当期（四半期）純利益は、上場による公募株式の増加

（5,100,000 株）を含めた予定期中平均発行済株式数により算出しております。なお、

オーバーアロットメントによる売出しに関する第三者割当増資分（最大 765,000 株）及

び新株予約権の行使による増加見込みは反映しておりません。 
3. 当社は、平成 23 年６月２日付で１株につき 100 株の株式分割を行っております。当該

分割に伴う影響を加味し、遡及修正を行った場合の数値を（ ）内に記載しております。 
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【平成 23 年 12 月期業績予想の前提条件】 
（全般的な見通し） 

医療用医薬品市場は、大型ブランド品の相次ぐ特許切れとそれに伴う後発医薬品浸透率の上

昇、各国政府による医薬品予算の抑制施策の導入・実施等を背景に、主要先進国の成長率は低

水準に止まる一方、中国をはじめとする新興医薬品市場は、後発医薬品が中心ではあるものの

２ケタの高い成長が続くと予想されます。 
このような事業環境の変化を背景として、製薬会社も経営戦略の転換を迫られており、今後

も国内外でグローバルな事業再編（M&A）が展開されるものと思われます。 
一方で、アンメット・メディカル・ニーズ（これまで有効な治療薬がなかったために、満た

されなかった患者ニーズ）の高い疾患領域や、技術革新により大幅な治療のパラダイム変化が

期待される疾患領域におきましては、引き続き新薬開発の期待が高まるものと考えられます。 
このような事業環境下におきまして、当社は開発難易度が高い「がん、血液、自己免疫疾患」

の３治療領域に特化し、「空白の治療領域」となっている医薬品の開発・商業化を進めており

ます。 
また、事業領域もホームマーケットである日本だけではなく、今後高い成長が期待できる中

国、韓国、台湾、シンガポールをも対象とすることで、アジアの「スペシャリティ・ファーマ」

という独自のポジショニングを目指してまいります。 
当社は、開発第１号品である抗がん剤 SyB L-0501 につきまして、平成 22 年 10 月に再発・

難治性非ホジキンリンパ腫及びマントル細胞リンパ腫の適応で製造販売承認を取得いたしま

した。本剤は、平成 22 年 12 月よりトレアキシンという商品名で、エーザイ株式会社を通じて

販売されております。 
当社は、企業価値の更なる向上を図るために、トレアキシンの適応拡大を積極的に進める

とともに、その他のパイプラインにつきましても鋭意開発を進めてまいります。なお、当

社はパイプラインの一層の価値向上を図るため、平成 23 年７月に新規開発品である抗がん

剤 SyB L-1101/C-1101（一般名:Rigosertib）を米国オンコノバ社より導入しました。なお

本剤につきましては、今後、骨髄異形成症候群及び固形がんでの適応取得に向けた開発を

予定しております。 
 
(a) 売上高 
トレアキシン（SyB L-0501）の製品販売、SyB L-0501 の韓国における承認取得に伴うマ

イルストン収入により、平成 23 年 12 月期の売上は 1,933 百万円を見込んでおります。 
 
(b) 売上原価 
トレアキシン（SyB L-0501）の製品仕入等により、平成 23 年 12 月期の売上原価は 1,262
百万円を見込んでおります。 
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(c) 販売費及び一般管理費 
平成 23 年 12 月期より SyB L-0501 の適応拡大の開発が本格化すること、新規開発品 SyB 
L-1101/C-1101 契約一時金支払の発生等により研究開発費は前年度比 92.0％増加し、2,146
百万円となる見込みです。この結果、平成 23 年 12 月期の販売費及び一般管理費は、3,021
百万円（前年度比 66.3％増）を見込んでおります。 
 
(d) 営業外収益・費用 
営業外収益については、独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）よ

り助成金として受領した 51 百万円を計上している一方、営業外費用として為替差損 28 百

万円等を見込んでおります。 
 
(e) 特別損益 
資産除去債務の過年度負担分として 5 百万円を計上しております。 
 

以上 
 


